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昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮しながらも、各学校の協力のも

と「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」、「山形県体力・運動能力調査」を実施することが

でき、心より感謝申し上げます。 

「令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果によりますと、子どもの体力は

全国的な低下傾向にあります。この体力低下については、コロナ禍により「運動時間の減少」

「スクリーンタイムの増加」「肥満傾向の児童生徒の増加」という要因に、拍車がかかったた

めと考えられています。 

そのような中、本県の体力の状況は、小学校５年生男女・中学校２年生男子が全国平均を上

回り、中学校２年生女子についても、全国平均と同程度と考えられる結果でありました。また、

過去との比較では、小学生５年生の運動時間はコロナ禍前に回復し、小学校５年生女子の体力

合計点が全国の低下傾向に反して上昇するなど、明るい兆しも見えつつあります。しかしなが

ら、中学校・高等学校の体力低下傾向には歯止めがかかっていないこと、全対象でコロナ禍前

の体力水準に戻っていないことから、決して楽観視できないと捉えております。 

今後についても、平成 26 年度から取り組んでまいりました全児童生徒の体力調査の実施を

継続するとともに、各学校では実態に応じた工夫ある「１学校１取組み」や体育学習の充実を

これまで以上に図っていかなければならないと考えております。 

県教育委員会では、「山形県スポーツ推進計画〈後期改定計画〉」において子ども（小学生）

の１週間の総運動時間420分以上の生徒の割合が60%以上、運動・スポーツが嫌いという生徒

（中学生）の割合が10%以下という目標を掲げております。体育の授業だけで体力向上に必要

な運動量を確保することは難しいこと、子どもの運動習慣が大人になってからの生活習慣に大

きく影響することから、「運動が好き」という子どもたちを増やし、生涯にわたって日常から

運動に親しむことができるよう、授業改善や体力の向上に係る事業を展開してまいりました。 

体力向上推進委員会では調査の結果を踏まえて、本県の体力の状況について分析し、体力向

上対策会議では、具体的な方策について各学校の担当者に熱心な議論をしていただきました。

本資料では、これらの一連の取り組みを経て、成果と課題及び今後の対策についてまとめてお

ります。各学校におかれましては、本資料を有効に活用し、体育授業の充実や指導者の資質向

上、児童生徒の体力向上に努めていただけるものと期待しております。 

結びに、本調査に御協力いただきました各学校の皆様、体力向上推進委員の皆様に心から感

謝を申し上げます。 

 

令和５年３月 

山形県教育庁スポーツ保健課 

課 長  村 上 周 市 
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１ 結果のまとめ 

（１）全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果 

  表１ 令和４年度 本県児童生徒の種目別結果と体力合計点の全国平均比較 

（○：全国平均を上回った22/34、▼：全国平均を下回った、＝：全国平均と同値） 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 
全国 

平均超 

合計 

体力合計点（点） 

握力 

上体 

起こ

し 

長座 

体前

屈 

反復 

横とび 

持久

走 

20m 

ｼｬﾄﾗﾝ 
50m走 

立ち幅 

とび 

ボール 

投げ 
山形県 全国 全国差 

小学校 

５年生 

男子 ○ ○ ▼ ○ 

 

○ ▼ ○ ○ 6 52.42 52.29 +0.17 

女子 ○ ○ ▼ ○ ○ ▼ ○ ○ 6 55.72 54.32 +1.40 

中学校 

２年生 

男子 ○ ▼ ○ ▼ ○ ○ ＝ ▼ ○ 5 41.05 40.90 +0.15 

女子 ○ ▼ ○ ▼ ○ ○ ＝ ▼ ○ 5 47.18 47.28 -0.10 

全国平均超合計 4 2 2 2 2 4 0 2 4 22  

 

○小学生のスポーツ実施率（１日60分以上 ） 41.1％（R03 39.2％）⇒ 60％※ 

○スポーツや運動が「嫌い」「やや嫌い」である中学生 

                          15.8％（R03 17.2％）⇒ 10％以下※ 

 
 

（２）山形県体力・運動能力調査結果 

≪総合評価≫ 

○中学校女子の１、２学年及び高校男子の３学年が、総合評価Ｂであった。 

○その他は総合評価Ｃであった。 

≪項目別得点による分析≫ 

○小・中・高等学校男女とも、「上体起こし」「反復横跳び」は良好な項目であった。 

○課題となる項目は下表のとおりである。 

小学校 低学年 男子 握力・50ｍ走・立ち幅跳び・ボール投げ 

小学校 低学年 女子 握力・50ｍ走・立ち幅跳び・ボール投げ 

小学校 中学年 男子 50ｍ走・立ち幅跳び・ボール投げ 

小学校 中学年 女子 なし 

小学校 高学年 男子 握力・長座体前屈・50ｍ走・立ち幅跳び・ボール投げ 

小学校 高学年 女子 50ｍ走 

中学校 男子 握力・立ち幅跳び・ボール投げ・50ｍ走 

中学校 女子 握力・ボール投げ※1年のみ 

高 校 男子 立ち幅跳び・ボール投げ※1,2年のみ、握力※1年のみ 

高 校 女子 ボール投げ 
 

   ○1週間のうち、全く運動をしない児童生徒の割合 11.1％ （R03 11.3％） 

 

（３） 体力の推移 
 

○ 令和２年の新型コロナウイルス感染症流行を発端に、児童生徒の体力低下傾向は

より深刻になっている。 

○ 今年度、小学校においては回復の兆しが見え始めたが、中学校・高等学校は依然

として低下傾向に歯止めがかかっていない。 

○ 種目別の推移では、長座体前屈を除いて、ほとんどの種目が低下傾向である。 

 

＊山形県スポーツ推進計画数値目標＜後期改定計画＞ 
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２ 令和４年度児童生徒の体力向上対策会議 

日時： 

令和５年２月 ２日（木）庄内 14:00～16:45 

      １３日（月）村山    〃 

      １５日（水）置賜      〃 

      １６日（木）最上      〃 

会場：オンライン 

内容： 

  開会行事（県教育委員会あいさつ） 

  アイスブレイク（グループごと） 

  県教育委員会説明 

  地区教育事務所説明 

  グループ協議・全体共有 

  閉会行事 

 

 

 

（１） 県教育委員会説明 
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（２） アイスブレイク・グループ協議 

 
実際の話し合いで作成されたスライド（抜粋） 

〔小学校〕 
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〔中学校〕 

 

〔高等学校〕 
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実際の話し合いで作成されたスライド（抜粋） 

〔小学校〕 
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〔中学校〕 

 

〔高等学校〕 
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変容するためのアクション（抜粋） 

①授業づくりや運動の場づくりについて 

〔小学校〕 

  カリマネ・・・体育だけでなく他教科とも関連させて体力作りに取り組む。「目標を立て

る→変容→振り返り」 

  低中高での合同体育を実施することや、クラスマッチ等を行い、異学年交流を図る。 

  授業や遊びを通して、運動が好きだというきっかけの場とする。 

  みんなが「できた」と思えるような運動の内容を毎時間仕組む 

  何が課題でどんな運動をするべきかを子どもと共有する。話し合う。→子どもの納得感 

  体育授業において、自己目標が達成できる場づくりの工夫 

  課題を子どもたちと一緒につくる 振り返りも同様に ほかの教科の授業と同じよう

に 

  子どもたちの学びあいや認め合いを大切にしていく。 

  思いっきり体を動かす時間の確保、そのための授業づくり 

  運動が苦手な子でも楽しめるようなルールを子どもたちと作る。得意な子は積極的に運

動していくが、苦手意識をもっている子がいかに運動したいと思えるか 

  子どもの実態に合わせた指導やスモールステップ。→教員によるコツやアドバイスを家

庭で取り上げる 

  どの子でも意欲的に取り組める課題を設定する 

→折り返しペース走 自分の目標、ペアで励ましあう、頑張ったことが記録に残ること

で意欲的に取り組む 

→どの種目にもコツがある コツを見つけよう 慣れを感じるまで行う 

  ICT 機器の活用。動画を見たり、練習をする様子を撮ったりして、授業の運動だけでな

く休み時間の遊びにもつながっていくのでは。（例：ダンスなど） 

  チャレンジタイム（一輪車、なわとび、鉄棒、けん玉から選ぶ） 

  授業でやったこと→遊びにつながる 

  夢中でやっているうちに自然と技能が高まる場づくり 

  シンプルでやってみたいと思える場づくり 

  跳の運動の一環として、学校内に動物のパネルを設置し、その高さを跳びたいと思わせ

るような工夫。 

  サッカーゴールの常設やドッジボールのコート（ライン）を準備した。 

  的あてなど、いろいろな運動で遊べるような場を作ると、子どもが「ここいきたい、や

りたい！」→運動のバリエーションが増えて、幅が広がる。 

  グラウンドにラインを常に引いておく（トラック、直線、走りやすい、走りたくなる場

づくり ） 

  課題となる種目の測定装置の通年設置。体力テストに向けて休み時間等自由練習ができ

る場の設置。 

  運動の生活化 いろいろな学年の子どもが取り組むと、子どもの間で広がる 

〔中学校〕 

  「子どもたちが主役の授業」課題設定・場の工夫。 

  意見を出しやすく（伝えやすく）する工夫（えんたくん）。 

  主体的な活動←課題設定（やろう！体力に応じて）・ねらい・振り返り（もっと・これか

らも） 

  体力テストの自己分析→課題把握→トレーニングメニュー計画→実戦→振り返り→自

己の変容を実感。 

  運動が苦手でも「する・みる・支える・知る」の視点で、認めてあげる授業づくり。１

授業で１回は仲間と協力する場 

  運動能力に関わらず楽しめるルール・場作り・工夫：ダンス、球技（誰もが自分から運
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動する姿） 

  運動能力に関わらず楽しめる種目：ニュースポーツ（興味関心）インディアカ・タグラ

グビーなど 

  コーディネーショントレーニングによる導入（調整力を身につける＆運動量の確保）→

応用が可能、仲間とのかかわり（雰囲気がよくなる） 

  音楽を使って楽しみながら走る活動（３分間走のかわりに鬼ごっこをすることも） 

  数値化していくと変容が見られ自信もついていく 

  プロット図でビフォーアフターがわかっていい。振り返りを見るとポジティブになって

いる生徒が多い 

  できない→できるの過程を大事に（できたことを積極的に評価する） 

  スモールステップで段階的に指導していく。 

  こちらが考えている以上に子どもはできない子が多いため、単元の初めの導入を大切に

していく。 

  基礎技能の向上・小学校との連携。 

  日常的に運動に興味を引く環境づくり（バレーのネットの高さを壁に記すなど） 

  運動の場・間（時間・仲間）の確保（ロング昼休みなど）。休み時間も活用し、楽しみな

がら自分の全力を出せる場を設定する。 

〔高等学校〕 

  楽しい、できるを増やしていく授業を展開していく（達成感を味わわせる）。勝敗以外の

楽しみを実感できる授業づくり。体力の向上だけではなく、運動が「楽しい」と感じさ

せる授業づくり 

  授業におけるねらいの明確化・見える化 

  授業内で生徒が活動内容を考える場の設定 

  体つくり運動などで運動が楽しいと思える機会を 

  TT を利用して、習熟度別の授業でできない生徒にも丁寧に指導。 

  １年生で基礎的な技能や運動を徐々に開始、学び直し。→運動楽しい、嬉しいと思える

工夫をしていく。 

  準備運動のあと、必ずランニング（４００ｍ）に取り組む。→おにごっこなどに変えて

取り組む。 

  主体的に活動するための事前準備（タブレットでの運動計画など） 

  ICT の活用（スマホで動作撮影、教材の収集） 

  走るトレーニングを数値化（見える化）し、走ることへの意識づけを高める。 

  単元計画と学校行事をリンクさせて授業を進めていく 

  生徒が取り組みやすい競技を増やしていく（生徒の興味のある種目） 

  地域に根ざしたスポーツやニュースポーツなど技能の差が出にくいものを取り入れる。 

  自分がこれは好き、と思える運動を一つでも見つけて継続 

  色々な学校の取組みを情報共有 

  昼休み等、体育館を開放し、怪我のないように気を付けながら自由に使用できる場をつ

くる。 

②教職員の意識改革について 

〔小学校〕 

  共有して使える学習カードの準備をする。共有フォルダの教材倉庫（教材の共有）に体

育のものも。 

  動きを教えるときのポイントやコツなどを共有する。 

  体育の得意な先生の指導や授業を見る。自己研鑽や授業研究。他の学年の体育を見る機

会。（直接出なくても撮影した様子の共有でも） 

  研修してきたものを職員に伝達するだけでなく、実際に校内研修として行ってみる。 

  外部講師による教員研修や指導法の学び合い 
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  種目に応じた特性を教師が理解し、子どもたちが目指し、達成できるような手立てをす

る 

  自分の学校の課題を把握し、課題解決に向けた話し合いや共有。目標の数値化（通年掲

示）。 

  「今日は誰の日」持ちより企画の業間活動 

  やらせる→子どもが自分から 

  教師の思いだけでなく、子どもの思いを大切にする。 

  教師が運動をしている姿を見せていく。そこから子どもたちも巻き込んで運動へ導いて

いく。 

〔中学校〕 

  職員会議を通して運動に関する現状の周知（スポーツテストの結果や課題等）。年度初

めに職員全員が課題を把握、学校全体でどんな取組みが行えるかを考えていく。 

  運動に関する研修・体験⇒意欲喚起・知識 

  教職員と子どもたちで練習試合 

  教員が運動を好きであること 

  持続可能であることも大切 

  全校トレーニング（冬場の部活動のトレーニング）。体育科だけでなく、部活動の顧問、

学年主任の協力を得る。役割分担することで先生方も自然に参加する雰囲気をつくり、

教員の意識改革を図っていけるのではないか。 

〔高等学校〕 

  体力テストの結果、生徒の運動の状況を職員（他教科・顧問・担任等）に共有 

  行事を生かして（生徒も職員も 交流の機会＋運動の機会） 

  生徒の健康課題解決のために共通理解を図る 

  教科の年間反省で、体力について報告し、取組みを促す 

  生徒・教職員に対して、目標・取組みの見える化（掲示板の利用） 

  教員参加型公開授業 

  教職員の意識改革や指導力向上を目的とした研修会を開催する。 

③家庭との連携について 

〔小学校〕 

  家庭に持ち帰る【運動カード】の作成。（音読カードのように）→学校と家庭で、子ども

たちがどれだけ運動をしているか、どのぐらいできるようになったかを共有する。 

  ICT を利用する→低学年の児童は親子で取り組むことができる、不登校の児童も同じこ

とに取り組める、授業と家庭学習をつなげることができる 

  夏休み中の親子での運動の宿題→取組みを共有し情報を共有。 

  学年行事などを活用して、親子で運動に関わったり、体力についての知識をつけたりす

る場を設定する。 

  子どもが学校で取り組んでいる様子を積極的に伝えて、おうちでも見てもらう機会を増

やす。 

  教員間で共有した子どもの体力の分析を家庭にも伝える 

  体力の現状を伝え、学校でできることと家庭でできることを分けて伝える。社会を生き

抜くために体力作りが重要であることを発信する。 

  PTA で体育系の活動 

  学校保健委員会で課題等を共有する 

〔中学校〕 

  スポーツテストの結果、子どもたちが学習内容したこと等を HP・学級通信等で保護者に

発信。ＰＴＡ総会などでお知らせ。 

  家庭でできるトレーニングをタブレット等で配信（親子で一緒にトレーニングもあり） 

  親子レポート（スポーツ観戦・親子トレーニングなど、「親子で運動に触れる」） 
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  学校参観時に外部講師を招いて講演会「アスリートの食事」「心の健康」「生活習慣」 

  生活習慣の改善に向けて、メディア使用についてのルール設定のお願い 

  生徒の運動の様子を見てもらう機会を設ける（体育祭など） 

  家庭と生徒に意識調査を行う 

〔高等学校〕 

  体力テストの結果の配布方法の工夫、通知表と一緒に保護者へ 

  さくら連絡網の活用（体力の状況、食事・睡眠の大切さを発信） 

  体育科通信で学校の取組みや生徒の様子を発信（生徒の体力向上に向けた目標や活動内

容を共有） 

  体育委員のコラム。保健委員会との協力。 

  アンケートの実施（運動や生活習慣含めて） 

  進路説明会で体力の重要性を説明する。 

  学校行事へ保護者の参加を勧め、現状を見てもらう。 
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３ 山形県教育委員会の今後の取組みについて 
  新型コロナの感染防止対策を徹底の上、県内全ての小・中学校・高等学校・市町村教育委員会・各教育

事務所の連携を進めながら、児童生徒の運動習慣の充実と体力向上を図っていく。 

（１）新体力テスト結果の分析・提言を踏まえた取組みの充実 

有識者を交えた体力向上推進委員会による本調査結果の課題等の分析・提言について、県内全ての小・

中・高等学校の体育担当教員が参加する体力向上対策会議において共有し、各学校における体力向上に向

けた「１学校１取組み」等の充実を図る。 

（２）児童生徒の運動能力を伸ばし、かつ、楽しい体育授業の展開に向けた教員の指導力向上 

各学校において調査結果から児童生徒の運動能力の傾向を分析し、課題となっている能力を伸ばしつつ、

楽しい体育の授業を実施できるよう体育担当教員の指導力の向上を図る。 

（３）児童生徒が日常的に運動に取り組むことにつながる資料等の提供 

体力低下の要因とされている「運動時間の減少」、「肥満の増加」、「生活習慣の変化」の３点の改善に向

け、児童生徒が学校以外の日常生活において自ら積極的に運動に取り組む環境づくりとして、児童生徒が

日常的に行える運動の取組みの事例等をまとめ、学校を通して提供できるよう進めていく。 

【体育授業の充実と学校課題に応じた効果的な「1学校1取組み」の推進】 

※1 学校1 取組み：各学校が主体的に行う体力づくりに向けた取組み 

ア. 運動の特性に触れ、運動の楽しさを味わうことができる授業づくりを促し、運動の日常化を図る。 

イ. 地域の実態や発達の段階に合わせて、体力向上につながる授業づくりと学校の教育活動全体で行う体力づく

りの実践を促す。 

ウ. 中・高の保健体育科教員を対象に体育授業指導力向上研修会を実施し、新学習指導要領を踏まえた体育・保

健体育授業の充実を図る。 

エ. 「令和５年度体育・保健体育指導力向上研修」受講者より小・中・高等学校の教員対象に伝達講習会を実施

する（小学校は教育事務所単位で行う）。 

オ. 小学校教員等を対象に、小学校低・中学年向けの楽しい体育授業づくり指導者講習会を実施する。 

【部活動指導者講習会等の実施】  

ア. 運動部活動指導者研修会を実施する。 

イ. 部活動担当者や部活動指導員等に対し、効果的・効率的な指導等についての研修会を実施する。 

【山形県体力・運動能力調査システムの活用】 

ア. 各学校が児童生徒の体力や運動習慣等を把握するために、県内全ての小・中・高等学校の全児童生徒を対象

に調査を実施。 

イ. 児童生徒が自分の体力を把握したり、学校と家庭が子どもの体力向上について連携を図る資料としたりする

ために、各学校がシステムから各個人の体力調査結果の個人カードを作成するよう推進する。 

【次代を担う子どもの元気アップ推進事業】 

◎子どもの体力向上推進委員会による体力向上の取組みの推進 
ア. 小・中・高等学校合同の体力向上対策会議を実施する。 

イ. 効果的な取り組み事例の共有化（「楽しく体を動かそう」DVDの活用促進を含）を進める。 
ウ. ドリームキッズ育成プログラムを体育授業に提供し、体育授業の充実・資質向上を推進する。 

◎令和の日本型学校体育構築支援事業の実施  

ア. 武道指導推進モデル校４校を指定する。指定校に対し、武道に係る地域スポーツ指導者等を派遣し武道領域

の体育授業の充実と体育担当教員の資質向上を目指す。 

イ. 安全で効果的な小・中学校体育授業の充実に向けて実技サポーターを派遣する。 

【中学校・高等学校部活動指導員配置事業の実施】 

ア． 県内全ての中学校と、高等学校では11校に部活動指導員を配置するとともに、部活動指導員を対象とした、

山形県における運動部活動の在り方に関する方針に沿った研修会を実施する。 

【子どもの健康づくり連携事業（学校保健）との連携】 

ア. 学校における健康課題解決に向けた連絡協議会を開催し、児童生徒の発育や疾病状況を把握するとともに、

運動の習慣化はじめ生活習慣の改善ついて検討を行うことで、体力向上の促進を図る。 
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４ 令和５年度山形県児童生徒の体力向上対策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪全校種共通≫ 

★立ち幅跳び、20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ 

持久走、ボール投げ 

 

加えて、小・中学校：握力・50m 走 

山形県の体力の課題 

出しきる！  走りきる！ 

投げきる！  伸びきる！ 

体力向上のための取組みのキーワード 

① ねらいに応じたウォーミングアップの充実 

② 運動時間を増やして持久力アップ 

③ 多様な動きで走力アップ 

④ 動きの連動を意識して跳力アップ 

⑤ 遠くへ投げる経験を増やして投力アップ 

改善のポイント 

【学校全体の取組】 

〇自校の体力向上の課題の確認、分析 

〇体力・運動能力調査の実施と取組み 

〇1学校 1取組み 

（体育授業以外の取組みの推進） 

〇教員の積極的な講習会の参加 

講習内容の伝達・徹底 

〇部活動との連携（中・高） 

〇学校・家庭・地域との連携 

（家庭・地域への発信力の向上） 

各学校における取組み 

 児童生徒の運動・スポーツに対する 

意欲向上 

体育授業の充実 

児童生徒の 

運動実施率増加 

家庭・地域の 

協力・連携の向上 

教員の指導力向上 

期待する効果 

 

時間 空間 仲間 興味・関心 達成感 

５つのポイントで工夫してみましょう！ 
 ※参考：『子どもの体力向上のための取組ハンドブック』 

           （文部科学省ホームページより） 

「体つくり運動」の指導の充実 ⇒ 運動の日常化 
 

 

好事例が 

たくさん 

載っています 

ＱＯＭを高めよう！ 

Quality of Motion 

（運動の質） 
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